
          令和６(2024)年度 第２回みよし市図書館協議会次第              

                                               
                      日時   令和７(2025)年３月１４日（金） 
                           午後１時３０分から 
                      会場   みよし市図書館学習交流プラザ 

２階 多目的室                                                 

                                               
   ◎ あいさつ 

 
   ◎ 議   題                                    

      
１ 令和７(2025)年度図書館事業計画（案）について 

 
     ２ その他                                    

（1）「読み聞かせボランティア」の育成のための対策について（別紙１） 
   （2）学習用タブレットを利用した「みよし電子図書館」の活用について（別紙２） 

 



　　委嘱期間：　令和6年4月1日から令和8年3月31日まで
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社会教育委員会代表
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幼稚園代表（まこと第二幼稚園）
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子育て支援センター代表
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学校教育課指導主事

・任期　２年

※＝新任委員

令和６年度　みよし市図書館協議会委員名簿



令和７(2025)年度図書館事業計画（案） 

○基本方針 

 みよし市立中央図書館では、知る自由をもつ市民が、さまざまなことを学び教養を深める

ため、だれもが利用しサービスを受けることができる身近な公共施設として、幅広い図書資

料の収集を行っています。また、インターネット蔵書検索や新聞記事データベース、電子図

書館などを活用することで利便性の向上に努め、市民のくらしに役立つ図書館サービスを提

供しています。さらに、愛知県図書館をはじめとした公立図書館との相互の連携と協働、ネ

ットワークの形成を進め、資料提供に努めています。 

 読書啓発活動として、文学を身近に感じることで読書をするきっかけになるよう、読書講

演会などを開催します。また、「みよし市子ども読書活動推進計画」に基づき、授業で役立つ

本や読書用の本を学校に貸し出し、図書館支援団体と協働で「おはなし会」、「手作り絵本展」

を開催します。図書館や学校などで読み聞かせ活動をするボランティアへの支援も継続して

行っていきます。 

 図書館サービスのさらなる充実に向けて幅広く資料を収集し、多様化する利用者の要望に

応えることができるように努めていきます。 

 

○令和７(2025)年度主要事業 

（１）図書館協議会運営事業 

   図書館サービスについての協議を行う図書館協議会（年２回）を開催します。 

   また令和７年度は先進図書館視察研修を実施する予定です。（視察先は未定） 

（２）図書館窓口等管理運営業務 

   図書館窓口等管理運営業務を委託することにより、効率的かつ効果的な運営を行い、 

質の高い図書館サービスを提供します。令和５(2023)年度にプロポーザルによる事業者 

の選定を実施し、令和６(2024)年度から令和１０(2028)年度までの５年間は、株式会社 

図書館流通センターへ委託します。 

（３）市民情報サービスセンター図書コーナー整備事業 

   平成３１(2019)年４月から図書コーナーの運営を継続して株式会社図書館流通センタ

ーに委託し、中央図書館との連携を行っ 

ています。独自の企画展（年４回）を開催し、また、中央図書館との間で本の配送（市 

民情報サービスセンター開所日は毎日）を実施します。 

（４）図書館資料の充実 

利用頻度の高い「生活に関する一般図書」の拡充を図ります。また、図書館資料への

ＩＣタグ整備を継続して実施するとともに、雑誌スポンサー制度による雑誌の充実に努

めます。また、愛知県図書館が主導する相互貸借やラストワン・プロジェクトなどの事

業へも引き続き参加します。 

（５）読書活動の推進 

   小さいお子さんを対象にしたおはなし会、中学生以下を対象にした読書ノートの配布、



一日司書体験や読書講演会などを開催します。また、ボランティア養成教室の開催な

ど、図書館支援団体の活動の促進を行います。（詳細は別紙１） 

（６）電子情報サービスの推進 

   図書館システムの適正な維持管理を行うとともに、図書館ホームページの充実を図り、 

インターネット予約や予約確認メール配信サービスを引き続き実施します。 

また、多様な生活様式の中でも図書館サービスを利用しやすく、文字を読むことが難

しい人でも読書ができる電子図書館サービスを令和７(2025)年度も継続し、内容の充実

を図ります。そして、みよし電子図書館を市内小中学校で全児童生徒に貸与している学

習用タブレットから利用できるようにしていきます。（詳細は別紙２） 

（７）市内小中学校との連携 

   読書啓発活動の実施、職場体験学習やインターンシップの受け入れ、図書資料の小中 

学校への団体貸出、配本サービス、学校図書館ボランティアへの支援などを行います。 

また、令和６(2024)年度から読書感想文コンクールに代わる新事業として、小中学校

を対象にした「本のポップ展」を実施しました。大変好評を得た事業のため、令和７(2025)

年度も引き続き実施します。 

 

〇令和７(2025)年度主な予算案について 

１ 図書、逐次刊行物（新聞・雑誌等）整備事業 

(1)需用費 

消耗品費 新聞 20 紙、新聞縮刷版３誌、雑誌 283 誌・臨時増刊号・別冊 

(2)役務費 

通信運搬費 

 

官報他３種類のオンラインデータベース使用料 

辞典、新聞等のデータベースの使用料 

(3)備品購入費 

図書購入 図書 約 8,200 冊、視聴覚資料 330 点を購入、 

学校支援用図書 330 冊 

 

２ 図書館奉仕（図書の貸出等）事業 

(1)旅費 

普通旅費 愛知県図書館協議会、三河公立図書館協議会、図書等の選定など 

研修旅費 愛知県図書館協議会職員研修、三河公立図書館協議会先進地視察研

修（石川県立図書館予定）、レファレンス研修、児童サービス研修、

ＩＴ研修など 

(2)需用費 

消耗品 ブックカバー、図書ラベルなど 

(3)負担金、補助及び交付金 

一般負担金 日本図書館協会、愛知県図書館協会、愛知県公立図書館協議会 

 



３ 読書啓発事業 

(1)報償費 

講師謝礼等 ストーリーテリング、読み聞かせボランティア養成講座、近代文学

講座、小学生の短歌教室などの講師謝礼 

(2)需用費 

消耗品等 本のポップ展賞品（参加賞） 

赤ちゃんに向けた絵本紹介冊子 

 

４ 図書館電算事業 

(1)需用費 

消耗品等 図書用 IC タグ、図書バーコードなど 

(2)役務費 

通信運搬費 インターネット回線使用料 

(3)委託料 

保守・点検等委託料 

その他委託料 

図書館システム一式保守業務委託料、書誌情報(図書・録音資料・

映像資料)作成等業務委託料など 

(4)使用料及び賃借料 

機器使用料等 TOOLi 書誌情報検索システム使用料、電子図書館クラウド利用料、

電子書籍ライセンス料など 

 

５ 図書館協議会運営事業 

(1)報酬 

委員報酬 第１回定例会（６月）…議題：前年度事業報告 他 

第２回定例会（３月）…議題：新年度事業説明 他 

 

６ 市民情報サービスセンター図書コーナー整備事業 

(1)需用費 

消耗品費 雑誌５誌 

(2) 委託料 

委託料 図書運搬業務委託（週６便、火～日曜日） 

(3) 備品購入費 

図書購入 図書 約 1,020 冊 

  



別紙１ 

「読み聞かせボランティア」の育成のための対策について 

 

図書館で活動している読み聞かせボランティアグループの高齢化に伴い、今年度末で図書館での

おはなし会を退くグループがあります。また、各グループの会員も退会する人も増えている状況の

中、実際活動できる人が同じ人に偏る傾向にあり、各グループの会員を増やす対策を求められてい

ます。 

そこで、令和７(2025)年度の読み聞かせボランティア向けの講座は、「読み聞かせボランティア養

成講座」とし、全４回の連続講座を企画する予定です。 

 

１ 読み聞かせボランティア養成講座 

第１回 こどもの読書に繋げるために 

なぜ、読み聞かせが必要なのか、図書館や学校での読み聞かせの大切さ、読み聞かせボランティ

アの意義を理解してもらうためのお話を聞く 

第２回 おはなし会実践指導 

 ・おはなし会のプログラムの立て方 

 ・おはなし会で読む絵本の選び方、読み方 

第３回 おはなし会でのわらべうた 

おはなし会へ参加する子どもの低年齢化が進み、おはなし会にわらべうたが必須であることを

認識し、そのやり方を学ぶ 

第４回 既存支援団体との交流、今後の勉強会の計画 

・「おはなし会」の現状を知る 

・「おはなし会」をやっている既存支援団体の経験談を聞く 

・今後の勉強会の日程決めなど 

※講座の順番、内容は変更する場合があります。 

 

２ 講座の受講とその後 

・講座は、全４回全ての講座を受講できる人を募る（回数は変更になる可能性もある） 

・受講後の活動場所は、みよし市図書館と限ったものではない。（小中学校の読み聞かせや他の場

所での活動でも可能） 

・みよし市図書館の読み聞かせボランティアの活動をしていただくように勧める 

（新しいグループを結成する。少ない場合は、既存のグループに入会する。） 

・講座受講後、みよし市図書館で活動する方は、１、２か月に一度の勉強会に参加していただく 

 

 



別紙２ 

 

学習用タブレットを利用した「みよし電子図書館」の活用について 

 

【みよし電子図書館とは】 

電子書籍とは、パソコンやタブレットを利用して読むことができる本のこと

です。みよし市では、令和 3年 11 月から「みよし電子図書館」を運用しており、

市内在住で図書館利用者カードを持っている人であれば、誰でも利用できます。

令和 7 年 2 月現在、みよし電子図書館には約 2,000 冊の電子書籍があり、イン

ターネット環境下であれば、いつでも利用することができます。 

 

【小中学生に向けた電子図書館の利用推進】 

小中学生に貸与されている学習用タブレットで電子図書館を利用できるよう

にすることで、授業や自主学習、読書の時間に電子書籍を活用できます。 

 

【学校で電子図書館を利用するメリット】 

・調べもの学習の際、同じ図鑑や本を複数人が同時に利用することができます。

学習用タブレットで必要な本を検索し、すぐに借りることができるので、多く

の本を使って学習することができます。 

・読み聞かせの際、読まれている本を見ながら聞くことができ、理解を深めるこ

とができます。 

・映像付の電子書籍では、複数人が同時に視聴できます。 

・小学校低学年の児童など、本を読むことに慣れていなくても、読み上げ機能や

映像付きの電子書籍であれば、本に親しむきっかけを作ることができます。 

・小学校高学年の児童や中学校の生徒には、人気のあるライトノベルや映像化さ

れた小説など、興味を持ちやすく読みやすい書籍をそろえることで、読書のき

っかけを作ることができます。 

・いつでも借りて返すことができるため本の返却忘れがなく、破損・汚損の心配

もありません。 

 

【学校で電子図書館を利用するにあたり】 

・1冊の電子書籍に対して、複数人が同時にアクセスできる書籍（ライセンス形

態が読み放題のもの）を豊富に用意します。 

・令和 6 年度中に小中 1校ずつのモデル校を選定し、令和 7年 4月以降に児童・

生徒一人ひとりに ID・パスワードを付番します。授業などで試験的に利用し

てもらい、導入した感想を取りまとめ、課題等をクリアしてから校長会で報告

します。その後、連携を希望する学校には、ID・パスワードを付番します。 

 



別紙２ 

 

【その他】 

・児童・生徒用の「電子図書館使い方マニュアル」を作成します。 

・先生からの電子図書館に関する相談・要望には、随時対応します。 

・電子図書館にログインする ID・パスワードには、学習用タブレットのマイク

ロソフトアカウントと同じ番号を使用します。図書館に対して個人情報を開

示する必要はありません。 

 

 

 

【みよし電子図書館トップ画面】 

 
 






